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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞
・本日より、A4、B5、A3、ざら紙などのコピー用紙について、SGM以上の部署管理者でなければ発注出来ないシステムとなりました。用紙の使用量、節約に努めるようにしてください。

＜患者様連絡事項＞

・　坂　貢　様～下の部分義歯が壊れたとの事で、本日の昼より食事変更となっています。歯科受診について、家族に許可をもらい医事チームへ予約してあります。

・阿部　文香様～任意入院同意書の書類が届いています。6/9(木)の診察時に、主治医に説明をしてもらい、記入してもらってください。

・中村　勇樹様～6/1(水)に臨時処方となったファモチジンについて本日の夕で切れます。明日、主治医診察がありますので、情報提供を行い、必要に応じて処方をしてもらってください。

・蛭名　豊美様～敷地外散策プログラムについて、御家族より承諾をいただきました。

・石切　　久様～本日で敷地内散策プログラムが終了となっています。敷地外散策プログラムについて主治医へ確認をしてください。

・市川　真紀子様～本日で敷地内散策プログラムが終了となっています。敷地外散策プログラムについて主治医へ確認をしてください。

＜要注目患者様ケース検討＞

・伊勢田　義斉様～昨日、自分だけ西病棟入院案内のパンフレットが渡っていない事に対して易怒的となる事がありました。本日、早朝に他者に対して注意をする際に、足で床と叩きながら声を荒げる事がありスタッフ介入しています。日中では、「工具と一緒に爪切りを預けている」と話し、何度か確認しにくる事がありました。東病棟に確認すると、預かった記録がなく、入院時に危険物となるため御家族に返したとの事で、本人に説明しています。引き続き、他者とのトラブルがないよう注意して観察をしてきましょう。

· 松田　知子様～昨日、症状沈静好転化のため、東Dユニットから西Aユニットへ移棟となっ

　　　　　　　　ています。オリエンテーションを実施し、理解良好でした。また、わからない事については自分から確認する事出来ています。夜間睡眠取れており、幻聴について確認すると「大分いいです。今は聞こえません」と話しています。本日は同じユニットの患者様に誘われ、15分ほどですが作業の見学を行っています。とくに本人からの疲労感の訴えは聞かれていません。主治医へ疾病教室について確認すると、精神のほうの疾病教室だけ行うようにとの事でした。

・新井　圭次様～昨日より引き続き、気分高揚さみられ、他者やスタッフに対して声高に話し掛けています。今日もスタッフに声高に挨拶をしています。どうして声高に挨拶をするのか尋ねると「おもしろいんだよ」と話されています。引き続き、日課・プログラムの取り組み状況及び表情や口調の変化などの観察をおこなっていきましょう。また、他者とのトラブルに十分注意していきましょう。

＜皮膚科診察＞

・佐々木　康子様～左足第５趾に魚の目の診断あり。スピール膏１枚処方となっています。日曜日の軟膏処置の際に忘れずに貼ってください。

＜佐藤Ns担当患者様NCP評価・検討＞

・佐々木　康子様～♯１注察妄想に対する恐怖感・不安がある

　　　　　   　　O-P①表情の・言動・態度

　　　　　　　　 　 ②不安・恐怖感の程度

　　　　　　　　　  ③睡眠状況

　　　　　　　　　　④余暇の過ごし方

　　　　　　　　　　⑤プログラム参加状況

　　　　　　　　　　⑥他者との交流状況

　　　　　　 　　T-P①不安や恐怖感を傾聴する

　　　　　　　　　　②感情の表現を助ける

　　　　 　　　　E-P①不安や恐怖感を自分の中に溜め込まないよう伝え、表出出来た際には

評価をする

　　　　　　　　6/6(月)準夜帯に「ここに居たくないから家に電話をしてほしい」と訴える事あります。夜間の交替時などに本人から訴え聞かれていますが、日中に訴えについて確認すると「大丈夫です」と話しています。引き続き、不安や恐怖感について表出出来るよう関わっていきましょう。訴えが聞かれた際には、傾聴していきましょう。また、眠気の強い様子伺え、本人からも「眠気がとれない」と訴え聞かれています。次回、診察の際に情報提供をしてください。

＜転入患者様情報＞

松田　知子様(36)　　病名：統合失調症　　主治医：田名部Dr

　　　　　　　　　　入院形態：任意入院　　担当スタッフ：高橋MNs・山田(真)CW

　　　　　　　　　　　　GAF⇒40　　　看護度⇒C-Ⅱ

【入院後の経過】

H23.5.18乳腺炎の薬剤の影響にて減薬後、幻聴・妄想の症状が悪化。自宅での生活が困難となり入院。入院後、３日目ぐらいまでは「バカ、死ね」などの幻聴があると訴えていたが、その後は幻聴が少なくなり、楽になったと話している。現在ある幻聴は明瞭な言葉ではなくコソコソと感じる程度と話す。又、人が沢山いる所は苦手と話し、自室内で過ごす事が多い。プログラム等の導入については現在のところない。

【連絡事項】

・入院期間について、１～２か月の短期入院としているため、プログラム、SSTの導入はなし。

・高血糖など考慮し、6/3より軽食となっている。

・6/10(木)採血を行い、肝機能のデータが改善しだい、外出泊訓練を行って行く予定です。採血について、（院内セット３・糖セット）の指示があります。今後、本人・家族教室での疾病教育を行うようにとの指示あり、計画を立ててください。

